
～この懇談会は市民が主体となりと札幌市と共同で運営しています～ 
ご質問、お問い合わせは p-kan@mbp.nifty.com 

平成１８年第２回環境プラザの運営に関する懇談会議事録 

 

開催：３月１７日（金）19:00〜21:40 

会場：環境プラザ環境研修室 

主催：環境プラザ運営懇談会幹事会 

p-kan@mbp.nifty.com  

 

1.参加者 10名 司会進行役 岡崎懇談会幹事、新保懇談会幹事、議事録 岡崎 懇談会幹事 

 

2.参加者の皆さんより自己紹介をいただく。 

 

3.４月からの環境プラザの利用方法の変更点 について、新たに確定されることなどについての報告を、環境プ

ラザ職員の濱谷さんからいただく。 

 

［環境研修室利用申込について］ 

・現在、男女共同参画センターで採用されているシステムと同様にすることが、指定管理者から提案されている

ので、現在、市との間で詳細を調整中。来週（3/20〜）には、確定したものを、公表していく予定。 

 

◎なお、周知期間が必要なため、実際の運用は６月からとなる見込み。 

 

［キャンセル料について］ 

・４月以降の環境研修室の利用申込については有料となるため、利用の中止の際の料金規定等については、

指定管理者が決定し、４月以降に公表していくこととなる。 

 

４．環境プラザをよりよいものにするための意見を、より多くの方からもらうための意見交換 

 

【現在の利用者の傾向等】 

 

・現在、団体登録の制度をとっていないので正確には把握していないが、現在の環境研修室利用者は、会員向

けの活動の場として研修室を利用する団体が多いようだ。広く外に向けた活動をしているところの利用が少な

いことや、それぞれの団体の活動に忙しいことなどから、プラザの事業に対して発言していく、というのは少な

いのではないか？４月以降は、団体登録制度が実施されるので、登録の際の規定が明確になることもあり、い

ろいろな意見を聞くこともやりやすくなるのではないか？ 

 

【懇談会のあり方について】 

 

・懇談会のテーマがはっきりしていないので、参加しにくいので、テーマを設けてはどうか？ 

例）各地区では、環境関連の取組を行っている町内会などがある。それらを交流し、それぞれの所で活かしてい

けるような機会があると良いのでは？  

・年間スケジュールがはっきりすると良いのではないか？ 

 

【懇談会の経緯について】 

 

・環境プラザは、Ｈ15 年９月にオープンしたが、懇談会の前身の意見交換会が行われたのは、Ｈ１５年３月。当

初から、３年後には、市の直営から民間運営に変更するという方針があったため、その主体についてなど、広

く市民から意見をもらうために懇談会を開催してきた。Ｈ17 年からは、市民が主体となりし、市と共同で運営し

ている。 
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【懇談会の成果について】 

 

・市が主催した懇談会期間中には、環境プラザの機能について考えるものとして、実験的に「アースデイ」や「キ

ャンドルナイト」の取組を実施し、一定の成果があったと認識している。 

・環境プラザの運営についての評価機関として、環境活動推進会議があるが、そこに、懇談会からの意見を伝え

る役割として委員２名を出すことになった。 

・懇談会が市民運営になった後の期間では、環境プラザの事業・運営への要望について意見交換し、それらの

意向は、募集に際して概ね反映されるものとなったのではないか。 

 

【懇談会と指定管理者の関係について】 

 

・指定管理者の事業計画や方針がわからないまま、いろいろなことについて意見交換していくより、一度、計画

や方針を聞く機会を設けた方が良いのではないか。 

・今までの懇談会はいったん終了し、指定管理者とは関係なく、環境保全に向けたことを考える懇談会にしては

どうか？ 

・懇談会は、単なる懇談会ではなく、「環境プラザの運営について考える」懇談会である。また、環境プラザをより

よいものにしていくための広く意見を聞く窓口と位置づけられ、環境活動推進会議に、意見を伝える役割を持

っている。 

・環境プラザについての意見を聞く場は、懇談会だけではない。札幌市や、指定管理者も聞いていく。 

 

【環境プラザの役割・機能について】 

 

・いろいろな情報が集まってくる場所。（情報拠点）たとえば、最初の話にあった各地域での活動が集められてい

るとか。 

・環境プラザが何でもできるわけではない。皆さんは、過大な期待を寄せている、120％のものを求めている気が

する。札幌市の環境保全を推進していく所としては、環境プラザだけではなく、札幌市の推進課や他の環境

関連施設などもある。 

・環境プラザだけが担っていくものではないことはよくわかっているし、期待したことが何でもすぐに実現できると

も思っていない。しかし、環境プラザが、拠点施設であることは間違いないのではないか？ 

 

【環境プラザをよりよいものにするために】 

 

＊協力できること・協力したいこと 

・夏休みの自由研究相談：自分たちで場所を借りてとなると難しいが、場所の提供などがあれば可能。 

 

＊利用しての感想・意見 

・展示コーナーや展示物はすばらしい。しかし、来館者がほとんどいない中で、じっくり見ているのは、居心地が

悪い気がする。 

・ホームページは、大変、整然としているし、内容も良い。けれども、もっと「今、何をしているか」などの情報が見

えるような形にした方が良いのではないか？整然としすぎている気がする。 

 

＊懇談会に足を運んでもらうためには 

・自分たちの会の場合は、お知らせする時に、他の人にも伝えてもらえるように頼みながら、お願いしている。 

・いろいろな機会に、懇談会を開催していることを伝えていくと良いのでは。  

・懇談会自体は、何かイベントをやるというものではないが、多くの人の意見を聞くための手段としてイベントを開

催する、ということは考えられる。 
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5．まとめと今後について 

 

◎指定管理者の方針や事業計画について、お聞きする機会を持ちたい。 

 その機会を、指定管理者と参加者が、お互いについて知り合う場（たとえば、参加者の得意分野、協力できる

こと など）とできたら良い。 

       ↓ 

 指定管理者に、上記の意向を伝える。 

 もし、上記の場が設定されることになったら、広く、知らせていく。 

 

◎今回の話で出たことを、幹事会で整理する。 
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